
まちのできごとをお知らせします

おきなわ市日誌

宮里自治会の道路愛護活動へ感謝状

宮里自治会（幸喜愛会長）が、令和2年度「道路ふれあ

い月間」沖縄地方推進協議会会長表彰を受賞し、市役所

で伝達式が行われました。

平成22年から行っている市道宮里31号線等での道

路美化活動が評価されたもので、代表して出席した知

名定政さんと宮城武松さんへ、桑江市長から感謝状と

記念品が手渡されました。

8/
21

３年後の成功を目指し、いざ！

「FIBA バスケットボールワールドカップ2023」の

受入体制構築シンポジウムをWEB配信で行いました。

シンポジウムの前には、一般社団法人日本スポーツ

マンシップ協会の中村聡宏代表理事による基調講演

「メガスポーツイベント開催に求められるスポーツマ

ンシップ」が行われました。

「FIBA バスケットボールワールドカップ2023の受

入体制構築を目指して」と題したシンポジウムでは、

ワールドカップ誘致の経緯や開催に向けた熱い思いが

話されました。

◇パネリスト（順不同）

・中村 聡宏 氏

・桑江 朝千夫 沖縄市長

・沖縄商工会議所 宮里 敏行 会頭

・一般社団法人沖縄市観光物産振興協会 島袋 隆 会長

・沖縄アリーナ株式会社 木村 達郎 代表取締役社長

・沖縄県文化観光スポーツ部 渡久地 一浩 部長

同日、ワールドカップの成功に向け、市内の教育やスポーツ、経済、マスコ

ミ等各種団体で組織された「（仮称）OKINAWA CITY 2023 組織委員会」の

設立総会及び第１回総会も行われました。

組織委員会は、広報や情報発信等を行う「盛り上げ部会」、観光振興や地域

活性化等を行う「おもてなし部会」、警備や交通輸送等を行う「安全支援部会」

の3つの専門部会で連携して活動していきます。

2023年8月25日、世界32か国が参加し、フィリピン、インドネシア、日本

の３か国を会場に開催される「FIBA バスケットボールワールドカップ

2023」。日本の会場は、今年度完成予定の沖縄アリーナです。

世界中の人々が、ここ沖縄市にやってきます。

３年後に向け機運を高め、ワールドカップを成功させましょう！

8/
25

リノベーションでまちを変えよう

令和2年度第1回リノベーションまちづくり講演会

が、オンラインで開催されました。

県内で店舗を経営するチューイチョーク株式会社の

豊田規秀代表等による講演やクロストークが行われ、

豊田氏は「質の良い商品の提供や面白いことの実践、一

つひとつの積み重ねが街の価値を上げることに繋が

る」と熱く語りました。

8/
29

かなし

てい  せい たけ  まつ

のり ひで

あき ひろ
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おきなわ市日誌

災害時の上下水道施設復旧に協力します

災害時における上下水道施設等の迅速な復旧を目的

とした、沖縄市上下水道局と沖縄市管工事協同組合に

よる「沖縄市災害時における応急対策活動の協力に関

する協定」の調印式が、市上下水道局で行われました。

仲本兼章市上下水道局長は「これまでの災害時の協

力体制に下水道事業を含め、今後もご協力をいただき

ながら災害に備えたい」とし、沖縄市管工事協同組合の

永山均理事長が「地元の安全は地元が守るという思い

で、重要なライフラインである上下水道施設の災害時復

旧に臨みたい」とあいさつし、協定書へ調印しました。

この協定は、水道事業と下水道事業が組織統合した

ことを受け、平成17年に締結した協定による応援協力

体制を排水設備まで拡大し、改めて締結されました。

9/
8

ウークイさびら、また来年やーさい

8月31日から9月2日まで、市役所で、市納骨堂に合

祀されている無縁仏の旧盆供養を行いました。

ウークイでは、桑江市長と職員が、仏壇に重箱や線香

をお供えするなどし、無縁仏を送りました。

市では、公共工事等で発見された遺骨など約1,450

柱を納骨しており、毎年、清明祭や旧盆行事を行い供養

しています。

9/
2

交通事故防止の功労に「県知事表彰」

沖縄県警察職員として

長年にわたり勤務し、警

察業務の各分野おいて功

労があった５名に、県知

事表彰が贈られました。

本市を管轄する沖縄警

察署からは、昭和54年か

ら、主に交通部門に従事

し、数多くの交通事故捜

査や地域団体と連携した

交通事故防止等における

抜群な功労が評価された、

砂川昌俊警部が受賞しました。

7/
31

アツアツふわふわのお豆腐 ウフデークの締めはカチャーシー

八
月
十
五
夜
こ
と
中
秋
節
、
今
年
は
10

月
１
日

で
す
！ 

沖
縄
市
知
花
で
は
旧
暦
８
月
15

日
に
十

五
夜
行
事
と
し
て
毎
年
ウ
ス
デ
ー
ク
（
ウ
フ
デ
ー

ク
）
と
獅
子
舞
の
演
舞
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ス
デ
ー
ク
と
は
女
性
た
ち
が
太
鼓
を
鳴
ら
し

な
が
ら
歌
い
踊
る
も
の
。
市
内
６
地
域
で
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
知
花
で
は
ウ
フ
デ
ー
ク
と
呼
ん
で

い
て
、
踊
り
手
自
身
が
歌
う
昔
な
が
ら
の
や
り
方

な
の
が
貴
重
で
す
。
そ
し
て
面
白
い
の
は
お
豆
腐
。

十
五
夜
の
次
の
日
、ア
ト
ゥ
ア
シ
ビ
の
祈
願
で
は
塩

を
ま
ぶ
し
て
蒸
し
た
お
豆
腐
が
お
供
え
さ
れ
ま

す
。
博
物
館
で
は
、
今
年
３
月
に
こ
の
知
花
の
十
五

夜
行
事
の
調
査
報
告
書

を
刊
行
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
今
年
の
ア

ト
ゥ
ア
シ
ビ
は

10

月

２

日
、
奇
し
く
も
「
豆
腐
の

日
」（
日
本
豆
腐
協
会
制

定
）
な
の
で
す
が…

…

残
念
な
が
ら
今
年
は
感

染
症
対
策
で
、
人
を
集

め
て
の
獅
子
舞
や
ウ
フ

デ
ー
ク
の
演
舞
は
断
念

し
た
と
の
こ
と
。

来
年
以
降
は
み
ん
な

で
に
ぎ
や
か
に
十
五
夜

を
楽
し
め
る
よ
う
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。（
八
田
）
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